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一般質問は9月9日午後の

２番目がかけの議員、３番

目がみわ議員。市議会

YouTubeでご覧いただけ

ます。 
学童保育は、支援員と施設の不足が重なり４年連続で

待機児童が発生。行き詰まっています。 

民間に委託しようとしている市の方針を批判し、民間

委託すれば経費は直営の今より大幅に増え学童保育料の

値上げにつながること、民間業者は委託費からできるだ

け多くの儲けを出そうとするため、経営状況の把握や人

員配置を守っているかなど運営の監視が難しい点など問

題がたくさんあることを指摘。 

直営でしっかり予算をつけ、環境改善と支援員の処遇

改善に取り組むべきと質しました。 

民間委託で学童保育料の値上げ？ 

市は「民間委託すると、年間２億１千万円かかる見通

し」（R６決算では１億３千万円でした）「物価高騰の折、

委託しても委託しなくても、学童保育料を値上げする必

要がある」「支援員の人員確保は、業者の柔軟な人員配置

により不測の事態にも対応できる」などと答弁しました。 

 

施設不足。外遊びができない 
布袋学童は校庭隣接地に増設を 
施設不足が最も深刻な布袋学童本室（布袋保育園とな

り）の移設・増設を求めました。小学校から離れており、

校庭で外遊びできず、夏季の体育館利用も困難。小学校

に余裕教室が発生する見通しもありません。 

学童保育のニーズは特に低学年で増え続けており、こ

のままでは施設不足解消の目途が立ちません。 

ちょうど校庭の隣に、未活用の市有地がありま

す。市の負担を大幅に軽減できる、有利な国の嵩

上げ整備促進事業を活用し、ここに施設を増設す

るべきと強く求めました。 

市は「少子化による利用減と共働き世帯割合の

上昇など需要増を考慮し、長期的展望をもって検

討」と、いまだに検討中という答弁でした。 

当面、布袋保育園の園庭を16時以降、学童保

育に全面開放すること。試験的に、布袋の放課後

子ども教室を火・木・土にも開設して定員を倍増

し、学童保育の待機解消につなげるよう求めまし

た。 

園庭開放は可能だが、フジッ子教室の定員増は

難しいとの答弁でした。 

少子化でも増え続けている学童保育ニーズ 

こども家庭庁資料より 

みわ 陽子議員 

物価高騰が続き、生活困窮者が増加しています。生活保

護受給者の人数と割合、外国人が生活保護で優遇されてい

るとの噂もあるため、その実態を質しました。 

外国人優遇の実態は全くありません 

市全体で生活保護受給者は増加していますが、外国人の

受給者は減少しており、その割合からみて、外国人が優遇

されている実態は全くないことがわかりました。（下表） 

国が2013年から2015年に生活保護支給額を大幅

に引き下げたことに対し違法であるとの最高裁判決が出

ましたが、その後の改定でも基準は低く抑えられたままで

す。 

電気代とエアコン設置に補助を 
生活保護が必要な困窮世帯でも生活保護が受けら

れていないこと、特に暑かった今年の夏、エアコンが

ありながら電気代を心配しエアコンがつけられない

家庭が多かったことを示し、保護費の夏季加算が必要

と訴えました。 

市内でもエアコンを動かせず熱中症で救急搬送さ

れた例が17件あったことがわかりました。命に係わ

ることなので、市でエアコン設置や電気代の補助をす

べきではないかと迫りましたが、社会福祉協議会の生

活福祉支援金の貸し付けや生活困窮者の自立支援制

度を紹介する答弁に留まりました。 

 

受給者 ％ 受給者 ％ 受給者 ％ 世帯数 ％

江南市全体 546人 0.55% 575人 0.58% 573人 0.58% 490戸 1.12%
うち外国籍 27人 1.02% 25人 1.00% 22人 0.81% 17戸 0.90%

＊外国籍の受給者％は、外国籍住民全体に対しての割合

2023年度 2024年度生活保護の
受給者

2025年度
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